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1.はじめに
「フィンランドの小学生が書いた自由英作文は日本の高校生が産出したそ
れと比較して，量的に多く ，書いた内容も多岐にわたる J(伊東 ・福島， 2008)。
これが筆者がはじめてフィンランドの英語学習者に関する英作文のデータ分
析を行った結果である。その当時，フィンランドという固における英語教育
や，フィンランド人の英語力の高さなどを具体的に理解するには，まだまだ
勉学を志したばかりの学生であった。そのような者を驚かせたことは，フィ
ンランドの小学生の自由英作文が日本の高校生のそれと比較しでも，圧倒的
に量的に多く ，文字の幼さを残すこと以外は， 小学生が書いた英文とは思え
ない英文であったということである。それは，課題が自由英作文であるとい
うことを考慮すると， 日本人高校生の自由英作文との違いとして 「文法的な
誤りをさほ ど気にせず，自由な発想、で書かれた英作文である 」 とも言える。
しかし，英文の量が多いということに比例して，フィンランドの小学生の英
文には文法的誤りが多かったことも事実である O 自由英作文の課題において，
初期の英語学習者には厳密な文法の正確さ (accuracy)を追求しすぎないほう
が良いであろうと考え，自由英作文以外の英作文課題設定をし，フィンラン
ドの中学生によって産出された英文の文法の正確さ (accuracy)について調査
することとした O 本稿では，フィンランド人英語学習者と日本人英語学習者
の母語の言語学的な違いをふまえて，英語学習歴に大きな差がない(おおむ
ね 5~ 6 年目の)学習者から産出されたキーワード英作文の調査を分析し ， フ
ィンランド人と日本人それぞれの英文の文法性を主軸として参考に比較して
いく 。その結果を基に，フィンラ ンドの英語教育から日本の英語教育への示
唆を見出すことができれば幸いである。
2.フィ ンランド語の言語学的特徴
吉田欣吾氏が自身の著書で次のように述べている。 iフィンランド語は
?
?
?
?
ヨーロッパの言語ではないと言ったりする人がいますが，フィンランドは
ヨーロツパの固ですので，ヨーロツパの言語です。J (吉田 ，2014: p. 62) 
しかし，もう 一つの公用語ともなっているスウェーデン語と大きく 言葉の
種類が異なる 。言語学者の角田太作氏の言語の分類によれば，スウェーデ
ン語は印欧語(Indo-European)ゲルマン語派(Germanicl である。一方，
フィンランド語はウラル語族(Uralicl である(角田， 1991) 。 ここでは，
外国語としての英語学習に影響が推測されるフィンラン ド語の特徴の一部
を簡潔に述べたい。
他の多くのヨーロッパ言語との相違点、は，まず先jjS:の台田氏もjjS:べてい
るように，フィンランド語にはフランス語やドイツ語など他のヨーロッパ
言語にある文法的性がない。文法的性 (grammaticalgender) とは名詞の性
のことである 。つまり，ひとつひとつの名詞が男性名詞か女性名詞かを暗
記する必要がない。加えてスウェーデン語や英語にある 冠詞がフィンラン
ド語にはない。
次に，角田 (J991・283)による世界の言語の語順の分類によれば，フィ
ンランド語は SVOである 。しかし，この語順は英語のように厳密ではなく，
語の入れ替えはかなり自由度が高い。その理由となっているものが， 他の
ヨーロッパ言語と大きく異なる特徴ともいえる，名詞の格変化が 14もある
という ことである(吉田 ，2010) 0 しかも ，それぞれ単数形と複数形で形
が異なる 。それらを習得するためには母語話者であっても小学校の授業で
壁に貼った格変化表を見ながら口頭練習するほどである。それの一部は英
語でいわば前置詞の役割を果たすのだが，英語のようにすべてが名詞の前
につくのではなく ，その多くが名詞の後ろにつくところは日本語に似てい
るとも言える 。以下に名詞の変化の例を挙げる (Cf 吉田，2010) 
(l-a) koto 家 koto旦 家工 /ι koto呈:家主主 kot出 家主
(I-b) sunnuntai・日曜日 sunnuntai盟。 日曜日 ι
もう 一つの特徴は，主語を省略することがあるという点である。 これも 一
見，日本語と似ていると恩われる所以かもしれない。以下の(2-a)と(2-b) 
のフィンランド語では日本語の 下線部 「私は」と「あなたは」を省略して
いる。
(2-a) Syon paljon. 主1主たくさん食べる。」
。 。?
?
(2-b) Sy凸tpaljon. 皇主主且たくさん食べる。J
しかし， これは日本語の「たくさん食べる 。J とは異なる 。それはフィン
ランド語の動詞は主語によって 6通りに変化するため，主語を省略しでも
誰が動作主なのか判断がつくのである。 次の表 1は，人称代名詞(主格)
の一覧である。
表1 フィンランド語の人称代名詞(主格)
単数 | 複数
m江1a 町le
sma te 
han ne 
表2: r ~はたくさん食べる」の変化表
単数
(Mina) Syon paljon 
(Sina) Syot palion 
Han syo palion 
複数
(Me) Syomme palion 
(Te) Syotte paりon
He syovat paljon 
文として生成する際には， 1人材、と 2人称は省略することが可能であり，
その方が一般的である O それをわかりやすくまとめたものが表 2の変化表
である。 r ~ はたくさん食べる」をそれぞれの人称代名詞を主語として産
出した 6通りの文の一覧である 。動詞が変化することで， 主語が省略され
ても人称と単複の違いを認識することが可能である。
3.調査
3.1 調査の目的
フィンランドの初級英語学習者が提示されたキーワードを基にして，ど
のような英文を産出するのか，英文の主語選択とその文法性を母語である
フィンランド語文とも比較しながら検証すること ，及び英文にどのような
文法的な誤りがあるのかを調べることである 。
3.2 調査の対象
フィンランドの Jyvaskyla(ユパスキュラ)にある中学校に通う 8年生(13 
29 
または 14歳)30名を調査対象とする。ほぼ全員が，小学校 3年生 (8また
は 9歳)から第一外国語として英語を選択した学習者である 。つまり ，彼
らの英語学習歴は調査時において 6年目である o 調査対象とした学校は，特
に在籍者のほとんどが大学進学希望や大学の附属中学校ということではな
く，フィンランドの一般的な中学校といえる。学校周辺に家族と住み，距離
的に通学に支障がない範囲で学校に通っている生徒たちである 1)。一方，参
考として比較の対象とする日本人英語学習者は調査をした 2009年当時，高
等学校 2年生(16または 17歳)で，彼らの多くは英語学習歴が 5年 目で
あった。
3.3 調査の時期
2011年 10月 19日に 8年生(日本の中学 2年生に相当)に対して通常の
英語授業の一部， 15分間を使用し，授業担当者である英語科教員 l名によ
って実施された。
3.4 調査の内容
フィンランドの初級英語学習者が英文産出の際にどのような文法エラー
を産出するかを調べるために，英文に含むととを義務づけた 2つおよび 3
つのキーワードを提示し，まず母語であるフィンランド語で作文し，その
下に英文で産出することを要求 した O どのような文を産出しでもかまわな
いが，キーワードは使用すること 。友人と相談して書くことは禁止とし，
15分間で書くことをフィンランド語でテスト用紙に指示し，加えて ，授業
担 当者である英語科教員にもフィンランド語でその旨を指示してもらっ
た。
テストの形式としては，以下のように日本人学習者に提示した形式と同
じものを採用し，指示語はフィンランド語で提示した。
englanti 
仁互日仁王Z口?
? ?
く日本人用 >
suoml 日本語
英 語
後に日本人学習者との比較を前提としてこのテス トは準備されたため ，用
意されたキーワードは極力 ，用い られる英文の構文が同じになるように，
かつ，その文化的背景を考慮して設定された。例えばうどん」 と 「香
川」とい うキーワードは徳島県内の高校生にはどのような内容の作文にす
??? 、?
べきか推測がつくが ，フィンランドの中学生には何のことか理解できない
であろう 。そのため，文のコンテクストをフィンランドの食文化に置き換
えたキーワードとするため‘pulla' (フィンランドの菓子パン)と‘Suomi'
(フィンランド)を用意した。日本人高校生に提示した状況と同じように，
英単語が容易に思い浮かばなさそうな単語や個人によって異なるであろう
と推測 される単語については，pulla (cinnamon buns)や jaakiekko(jce hockey) 
などフィンランド語の下に英単語を提示 し，単語の違いで使われる構文に
多様さが生じないように設定された。
表 3 各聞いのキーワー ド
Q フィンランド音苦 英語 日本語
l huomena / koe tomorrow / test 明日/テスト
2 joulu / talvi December / wIl1ter 春/さく ら
3 pulla / Suomi cinamon buns / Finland うどん/香川
4 Suomi I sauna Finland I sauna 日本/地震
5 Saara / sihnat / kaunis Saara / eyes / beautiful よしこ/目/きれい
6 Kanada / jaakeiekko / vahva Canada / ice hockey / strong ブラジノレ/サッカー /強い
7 tammikuu / limi / palijon January / snow / much 6月/雨/多い
8 kannykka / musiki / kuunnela a mobile phone / music / listen 僕の携帯/音楽/聞ける
4.調査の結果
4.1 適文率
次の表 4は，フィンランドの中学生 と日本人高校生が産出した英文が設
問ごとに文法的に適切な文であった割合(以後，適文率と記す)を示して
いる 2)。まずフィンランドの中学生の産出した文法的に適切な文(以後，
適文と記す)の全 8聞の平均が 72.8%であった。参考として日本人高校生
の適文率の平均が 31.8%であったことを比較すると ，2倍以上の適文率の高
さという結果であった。
中でも適文率の平均が高い Q5，Q6， Q8に着 目する。まず Q5に関して
は， 日本人高校生も 全体の中では最も高い適文率を得た設問であった。
[ Saara / eyes / beautifu] のキーワードから 書かれた英作文は ISaaraは 目が
きれいだ。」や ISaaraの目はきれいだ。」 を英文にしている。設定した例
文が彼らには簡単であったと考えられる 。Q6 に関しては， [ Canada I ice 
hockey / strong] のキーワードを使用して書かれた英作文は I (スポーツな
ど)~が強い。」 にあたる‘be strong in-'のイディオム覚えている生徒が多
かったので適文率が高い。また ，イ ディオムを使用せずとも ，“Canadais a 
ー ???
strong ice hockey team."など主語に適した動詞と 補語を産出することができ
ている。Q8に関しては，[a mobile phone / music / listen 1のキーワードを
使用して書かれた英作文には 1名のみが“amobile phone hear music."と産出
したが ，大多数は“1can listen music with cell phone."と産出することができ
ていた。
表4 各英作文の適文率 (%)
フィンランド中学生 (N=30) 日本人高校生 (N=231)
QI 75.9 41.4 
Q2 75.9 26.3 
Q3 73.3 39.6 
Q4 65.5 43.8 
Q5 93.3 45.8 
Q6 80.0 18.1 
Q7 40.7 23.2 
Q8 77.8 16.5 
Avg 72.8 31.8 
ここで誤りとカウン 卜してはいないが 1つ補足すべき点がある。フ ィン
ランドの中学生が書いた英文にはキーワー ドとしている‘listen'を用いる こ
とはできているが，これを‘listento'と産出できている英文が少なし、。英文
に‘listen'を用いた文は 22文あったが，そのうちの 15文 (68.2%)は‘to'が
ないままの英文が産出されていた。
4.2 主語の選択傾向
次に表 5に示す ようにフィンランドの中学生が産出した英文の主語選択
の傾向とその文の文法性について特徴のあるものについて述べる 。
Fukushima (2013)は，日 本人高校生が容易には産出することができなかっ
たことについて，キーワ ー ドを使用 しながら ，キーワードには明記されて
いない 「人」を主語に用いて英文を産出することと指摘する。フィ ンラン
ドの中学生が「人」を主語に選択できている割合が高い設聞は QI，Q3， 
Q4，そして Q8である。 これらの適文率の平均は 90.3%と高確率で適文が
産出されている 。まずはこれが 8間全体の平均適文率を高くしている 主た
る要因と考えられる 。
32 
表5主語の選択傾向とその文法性向←30)
subiectQI subiectQ2 OJcr SUDJCr 
nl % n2 % 1 nl % n2 % 
1: tomorrow 10.3 0 0.0: 1: Chrislmas 21 72.4 18 85.7 
2: tesl 0 0 0 0 12: winler 2 6.9 50 
3: people 25 86.2 21 84.0 13: people 10.3 2 66.7 
4: there 3.4 100 14: there 0 0 0 0 
5: it 0 0 0 0 15: it 0 0 0 0 
6その他 o 0 0 0 16その他 2 7 50 
7主語なし o 0 0 0 17主語なし o 0 0 0 
8前置詞句 o 0 0 0 18前置詞句 3.4 0 0 
total 29 100 22 75.9 1 toal 29 100 22 75.9 
-一一一一一_s_~~j~_C.iC一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一一-~~一一一一一一一一一一一一一一一L一一一一一_~ll~l".~~__一一一一j一一一一一一一一一一一一一一豆?一一一一一
1: cinamon bllns 14 46.7 12 85.7 11: Finland 6 20.7 50.0 
2: Finland 2 
3: people 1 
6.7 50.0 2: sauna 7 24.1 5 71.4 
36.7 8 72.7 3: people 10 34.5 10 100 
3.3 100 4: there 3.4 。 。。。 。5: it 。 。。 。。。 。6その{也 3.4 100 。。 。7主諮なし 3.4 。。
6.7 。 。8前置詞句 3 10.3 。 。
4: it 
5: there凶 o
6その{也 o 
7主諮なし o 
8前置詞句 2 
total 30 100 22 73.3 I total 29 100 19 65.5 
-一一一_~ll~l".~~ __一一一一一一一一一一一一一一一一一一一巳一一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一_~~þj" c:!__一一一一一l一一一一一一一一一一一一一g~-一一一一一一一一一一一一一一一
1: Saara 17 56.7 16 94.1 1: Cαnada 21 70.0 17 81.0 
2:eye(s) 1 36.7 1 100 12: ice hockey 10.0 2 67 
3: b叩 1I1ifll 0 0 0 0 13: slrong 0 0 0 0 
4: p氾ople 3.3 100 14:people 16.7 100 
5: there 0 0 0 0 15: there 0 0 0 0 
6: it 0 0 0 0 16: it 0 0 0 0 
7その他 3.3 0 0 17その他 o 0 0 0 
8主語なし o 0 0 0 18主語なし o 0 0 0 
9前置詞句 o 0 0 0 19前置詞句 o 0 
2: snow 。 。。 。2: music 3.7 。
3:day 。 。。 。3: listen (ing) 。 。。
4: people 3 11.1 3 100 4: people 23 85.2 21 
5: there 6 22.2 6 100 5: there 。 。。
6: it 2 。 50 6: it 。 。。
7その他 。 。。 。7その他 。 。。
total 30 100 28 93.3 1 total 30 100 24 80.0 
-一一一一一一_s.~~_e_c.iC一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一--~~一一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一_~ll~l".~~__一一一一j一一一一一一一一一一一一一一g~一一一一一一一一一一一一一一一
1: Janllory 18.5 20.0 1: Mobile phone 2 7.4 0 0 
0 
0 
91.3 
0 。
0 
8主語なし o 0 0 0 18主諮なし o 0 0 0 
9前置詞句 11 40.7 0 0 19前置詞句 3.7 0 0 
total 27 93 1 40.7 1 total 27 100 21 77.8 
nl英文の主語選択，n2選択された主語の適文率
また，なかにはキーワードをそのまま英文の主語として文頭に用いた英文
も多く産出している。炉例リをあげると Q2の
“C引inn口la悶 町mo叩nbuns a創repO叩puωla訂r1川nFi日川nlan吋1d."のような文が産出された。特筆すべ
きは， Q7の適文率の低さである 。考えられる原因は， Q7は[Januaryl snow 
????
I much 1を用いて英文を産出する設問だが ，30文のうち 23文 (76.7%) の
生徒がフィンランド語で“Tammikuussaon palion lunta."と書いている。 日本
語に訳すと 1I月は雪が多い。Jという内容である。詳細は次章の考察で
述べるが，この ‘ on' は I ~ である 。 J または I ~ が存在する J という意味を
持っている(吉田 ，2014)。“tammikuu笠皇"は，英語で‘旦 January'を意味し
ている。 この前置詞句を文頭に置き，その直後に動詞を用いて産出 した非
文法的な英文が 11文 (40%)ある。補足すると ιit'を主語として用いた英文
はわずかに 2文 (6.7%) であった。
5.考察
以上，フィンランドの中学生によるキーワード英作文の調査の分析結果
をうけて，あくまで参考として，適文率の比較に日本の高校生のキーワー
ド英作文の結果を表 6に提示し，以下の 2点に焦点を絞った考察を述べた
し、。
1 母語の統語による転移
Q8の設問僕の携帯は音楽が聴ける(僕の携帯はテレビが見れる) J 
のフィンランド人と日本人との適文率の差は 61.3である O フィンランドの
中学生 l名のみが“Amobile phone hear music."と書いたが ，85%が 「人」を
英文の主語として選択し“区コ canlisten to music匝亘百 mymobile 
phone."を産出することができている 。主 として考えられる理由は， 2章に
述べたようにフィンランド語の基本的な語順は英語と同じ svoである O 加
えて 1人称 と2人称の主語を省略可能であったとしても動詞が 6通り ，
人称ごとに変化する必要がある 。つまり ，主語と動詞の関係を常に考えな
ければならない習慣が身についているという点は，英語学習に肯定的に影
響していると推測される 。 反対に ， 日本語は統語 的 には 主題型(topic 
prominent)言語であると考え られ(毛利， 1980) ， 日本語文の先頭部分が
英文の主語となるとは限らない。Fukushima(2013)に指摘があるが ，Q8を
日本人高校生は 127文(全体の 61.7%)もが英語で‘Mymobile phone can listen 
to mUSlどと書いた。 1僕の携帯電話」の部分はあくまで主題(topicl であ
り，述部 (comment) テレビが見れる 」の英文の主語にはなることができ
ない典型的な日本文の例 である。 このように母語の統語による負の転移が
作用するため， 日本人の英文の適文率が低くなっていると考えられる 。
?
?
?
? ?
表6 日本人高校生の英文の主語選択とその文法性
|Q1 Q2 
subiect subiect ト一一一一一一ー よー
1 n1 % n2 % 1 1 n1 % n2 % 
1: lomorrow 38 18.7 2 5.3 II:spring 73 37.6 7 13.7 
2: lesl 15 7.4 6 40.0 12: chertァblossoms 71 36.6 21 41.2 
3: people 90 44.3 52 57.8 13: people 24 12.4 20 39.2 
4: there 18 8.9 17 94.4同 the日1.5 3 5.9 
5:it 33 16.3 5 15.2 15:it 0 0 0 0 
7その他 2 1.0 50.0 け その他 12 6.2 0 0 
8主語なし 7 3.4 0 0 18主語なし II 5.7 0 0 
tota1 1 203 100 84 41.4 1 旬回 1 194 100 51 26.3 
-一 s山担一一一一一一一一i一一一一一一一一一一一一旦ミ一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一一一一日住ct 一一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一9.~一一一一一一一一一一一一
1: Udon 96 47.5 30 3 J.3 1 1: Japan 94 48.5 39 41.5 
2: Kagawa 53 26.2 20 37.7 12: earlhqllake 36 18.6 12 33.3 
3: people 33 16.3 25 75.8 13: people 5 2.6 4 80.0 
4: there 0.5 100 卜4:there 32 16.5 29 90.6 
5:it 8 4.0 12.5 15:it 6 3.1 16.7 
7その他 7 3.5 3 42.9 け その他 3 1.5 0 0 
8主語なし 4 2.0 0 0 18主語なし 18 9.3 0 0 
tota1 1 202 100 80 39.6 1 total 194 100 85 43.8 
一一一一 s虫1巴 一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一9?一一一一一一一一一一一一一一上一一一一一一一 sul恒三 一一一一一一一I一一一一一一一一一一一一旦互一一
1: Yoshiko 95 44.4 59 62.1 1 1: Bκazil 123 61.8 26 21.1 
2: eye 115 53.7 38 33.0 2: soccer 30 15.1 2 6.7 
3: beallifll 。。。。3: slrong 。。 。。
4: people 0.5 100 4: peop1e 9 4.5 6 66.7 
5: there 。。。。5: there 0.5 100 
6: it 2 0.9 。。6: it 6 3.0 。。
7その他 0.5 。。7その他 12 6.0 。。
8主語なし o 0 0 0 18主語なし 18 9.0 6 
total 1 214 100 98 45.8 1 subject 199 100 36 18. I 
一一一一封切巨L一一ーし-一一一一一一一 __97_一一一一一一一一一一一一_L一一一一 __s_u.~_e_c.~__一一一一 I一一一一一一一一一一_g_8. _一一一一一一一一一一
1: JlIne 8141.8 21 25.9 II:Mobilephone 167 81.1 6 3.6 
2: rain 1.5 0 0 12:TV 0.5 0 0 
o 0 13: walch (ing) 0 
9 69.2 14: people 35 
57.1 15:there 0 
6 15.4 16: it 
14.3 17そ広也 0 
8主語なし 34 17.5 0 0 18主語なし
tota1 194 100 45 23.2 1 toぺal 1 206 
n1英文の主語選択，n2選択された主語の適文率
3: day 3 1.5 
4: people 13 6.7 
5: there 14 7.2 
6: it 39 20. I 
7その他 7 3.6 
。。。
17.0 28 80.0 。。。
1.5 。。。。。。。。
100 34 16.5 
次に Q4の設問では [FinJand / sauna]を使用して英作文することになって
いるが，“inFinJand is Jot of saunas."と“inFinJand have saunas."という 文が合
わせて 3 文産出された。これらはフィ ンランド語で“Suomessa on palijon 
saunoja. "と書かれている 。 日本人が産出する英文ではあまり見かけない誤
りである 。 フィンランド語では場所を表わす語は場所を表わす名詞に後置
?
?
? ?
詞をつけて ， 文頭に置くことが多い 。 加えて，この‘ on' は r ~ である 。」 ま
たは r~ が存在する 」 という意味を持っている(吉田 ， 2014) 。つまり英
語の be動詞に近い機能を持っているためかも'が転用されたと考えられる 。
もしこれを‘have'を使用したとしても，フィンランド語では 1人称や 2人称
の主語を省略することが可能なためそれを英文にも転用した，つまり負の
転移(干渉)となり ，前置詞句の直後に動詞が出現したものと考えられる 。
最後に Q7に関して， 30名のうち 23名がフィンランド語で“tammikuussaon 
palion lunta."と書いている。 日本語に訳すと r1月は雪が多い。」 という内
容である 。“1nJanuary is (has) lots of snow."と書かれた英文は 14文 (17文
が非文であったことから，そのうちの 82.3%)もあった。これも先の Q4に
通じる誤り ，一語一語対応，つまり 単語だけを英語に変換し，それを母語
であるフィンランド語の構造にはめ込んでいると推測される 。実は，英語
の中でも特殊な表現である天気 ・天候を表わす‘it'に関して，調査を実施し
てくださった教員が調査直後に 「フィンランド語には英語の‘it'に対応する
語が存在しないので，なかなか定着しなし、。」 と話していた O 彼女が教室
内で実感していた母語の干渉はこの調査の Q7の分析結果に現われたとい
える 。
2. 母語の文字による転移
筆者がフィンラ ンド語を学んだ初級者用クラスで使用された教科書はす
べて英語で書かれていた。 自学のための日本語で書かれたフィンランド語
学習の本も読んだが英語で書かれた教科書のほうがなぜか理解しやす
い」という実感があった。その理由を考えるに，理由の 1つ目は文字にあ
った。 フィンランド語の文字は英語のアルファベットに aと oを加えた 28
文字である。伊東 (2014)にも指摘されているように，フィンランド語の
文字が英語と同じ表音文字のアルファベットであることを共有しているこ
とは英語学習や他のアルファベットを文字として使用する外国語学習に肯
定的に影響するだろう 。反対に ，アルファベットを用いない言語，例えば
中国語，タイ語，ハングノレ， 日本語，アラビア語などは文字から学ぶ時間
が余分に必要となることは明らかである 。 2つ目の理由にあげたいのは，
フィンランド語は英語と「語問 J，つまり 「スペース 」 という概念を共有
していることである。英語とフィンランド語は異なる語族ではあるが，こ
の語聞のノレールを共有していることは初級学習者には大きな肯定的な影響
がある 。 これら英語とフィンランド語が共有している 2つのルールが，外
国語学習に正の転移となって影響を与えていると考えられる具体的な例を
以下に記す。
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(5-a) Han juo paljon. 
(5-b)彼はたくさん飲みます。
(6-a) Han sy凸paljon.
(6-b) He eats much 
角田氏の分類によれば，基本的にフィンランド語と英語は語順が同じ SVO
であるので一見してどの語がどの語に対応しているかわかりやすい。 日本
語は英語とは文字も異なり語間 j のルーノレを共有していない。その上，
統語的にも英語とは異にしている。Matsuoka(2006)の指摘では，特に初
級の外国語学習者は母語と対象言語を一語一語対応させる傾向にあるとい
うことなので，なおさら(6-a)と(6-b)は語の位置からそれぞれの意味を
容易に推測し，または理解できやすいと言える 。反対に(5-a)と(5-b)は
一語一語対応をさせることもできない。 ここで，フィンランドの中学生が
実際に使用する教科書の一部を下に記す。
?
? ?
』?
?
?
?
??
?
??
』?
? ??
??
?
? ?
? ??
?
?
?
?
?
?
?
????〉?? ?
?
?
?
フィンランドの中学生の教科書 (SmartMove3) p.184) 
Huom3i: 
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Tl1e~e <lre 25 PUpils. iIlJmI cb~. 
山 hτ;J;耐，13.
1$ ~ijolt曲銅 IUU車内陣蝿札
フィンランドの中学生の教科書 (SmartMove3) p.193) 
フィンランド語には英語の‘there i s~'構文に対応する構文が存在しない 。
????
加 えて ，場所を表わす語は文頭にくることがある 。そのような語順の違い
の説明も「文字」 と「語間」のルールを共有しているため ，一見 してそれ
ぞれの語の意味が理解できるようになっている 。
日本語と英語が共有しているルールの数に限りがあることは承知してい
るが， 昨今 「英語は英語でJ と言われて久しく，母語の転移の研究，とく
に日本語母語話者の母語による転移に 関する研究は以前ほどの勢いはな
い。あるいは，Ringbom(1987)が次に指摘するように，母語と対象言語の
違い (linguistic differences) に着目しすぎて ，その反対である類似性
(linguistic similarity)を大切に扱わなかったためかもしれない。
‘(前略)there are few consistent investigations of how li時 uisticsimilarity 
actually affects language learning.' (Ringbom， 1987: 34) 
以上，設問によって適文率の差が大きかったがゆえに，本調査で得られ
たフィンランドの中学生が産出した英文は母語が英語学習に大きな影響を
与えていることを実は日本人の高校生の英文よりも際だたせてくれた。
6. おわりに
本調査の分析結果を受けて，最後に筆者の主観を加えると，フィンラン ド
は教室外におけるインプットに触れる機会が多くある。テレビ放送に関して，
フィンランドでは園内唯一の放送局 (YLE)の番組以外の他チャンネルでは，
イギリスの放送番組を買って放映していることがほとんどである。それらは
音声は英語のままで，画面下にフィンランド語の字幕をつけて放送されてい
る。このような教室外での豊富なインプットにさらされる環境にあっても(も
ちろん個人差があるのは大前提であるが，学習者の言語環境がフィンランド
のように比較的恵まれてはいても)，母語の転移は中間言語のある段階まで避
けられないということが本調査により 再確認された。 この結果を受けて，母
語の転移をただ忌むべきとのみ捉えるのではなく ，フィンランドの教科書に
みられるような母語の肯定的な影響を精密に調べ， 日本での英語教育の指導
に効果的に活用することはもっと検討されてもよいのではなし、かということ
である。 もちろん外国語学習の初期段階のすべてを母語からの正の転移に頼
ることはできない。だが，少なくとも英語学習においては先進的な結果を得
ているフィンランドの初級英語学習者が産出 した英作文の分析から垣間見え
た母語の影響とその効果的な活用方法は，日本の教室内における英語教育へ
の示唆として捉えるべきであろう 。 日本語を母語としながら ，英語という統
??? 、
?
語的にずいぶんと異なる言語を習得するためにその母語の負の影響はなるべ
く回避し，かつ，先行研究の少ない 「母語である日 本語が英語学習へ与える
肯定的な影響Jを今後探り ，それを可能な限り活用できる指導法の開発につ
いて十分検討していく 必要があると思われる。
注
1 )比較の対象とする日本人高校生は徳島県内の公立高等学校の生徒である。
とくに進学校ということはなく ，授業の進行が困難な学校でもない。参加
者の英語力は県内でも 高校生の平均的なレベルであると 言える。
2 )本調査における 文法的に適切な英文 (grammaticalsentences)の判断は，
日本人高校生と比較することを前提としているため，同基準を採用してい
る。具体的には，あくまでグローパルエラーを重視した研究であるため，
冠詞や前置詞の選択の誤りなどは無視し，主に英文の主語 と動詞の関係に
誤 りのある文は文法的に適切な英文 とは数えていない。
3) SMART MOVES 2 TEXTS. Helsinki: OTAVA Ltd. 
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